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日本工芸会奨励賞　蒔絵漆箱「夜光」 坂本康則

常設展示室で音声ガイドサービスを開始！！

日本工芸会保持者賞　象嵌朧銀花器「岑寂樹林」 中川　衛

日本伝統工芸展 金沢展
11月2日（金）～11月11日（日）会期中無休 午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）

第
48
回



恒
例
の
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

わ
が
国
は
、
各
地
の
風
土
に
根
ざ
し
た
工
芸
品
を
生
み
出
し
、

そ
し
て
、
そ
の
伝
統
技
術
を
大
切
に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
本
展
は
、
優
れ
た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育
成

な
ら
び
に
伝
統
工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・
そ
の
他
の

工
芸
（
七
宝
・
硝
子
・
瑪
瑙
細
工
・
截
金
・
撥
鏤
な
ど
）
の
七

部
門
の
入
選
作
品
と
遺
作
な
ど
の
七
百
五
十
一
点
の
中
か
ら
、

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
・
受
賞
者
等
の
基
本
作
品
と
、
石
川

県
、
富
山
県
、
福
井
県
及
び
そ
の
他
の
県
の
入
選
作
品
三
百
五

十
四
点
を
展
示
し
ま
す
。

今
回
石
川
県
内
の
入
選
者
は
九
十
六
人
で
、
都
道
府
県
別
で

は
ト
ッ
プ
の
人
数
で
す
。
金
工
の
中
川
衛
氏
が
日
本
工
芸
会
保

持
者
賞
、
漆
芸
の
坂
本
康
則
氏
が
日
本
工
芸
会
奨
励
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
「
特
別
展
示
　
わ
ざ
を
伝
え
る
」
は
陶
芸

『
練
上
手
』
伝
承
者
養
成
研
修
会
の
制
作
品
を
展
示
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
同
研
修
会
の
研
修
風
景
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
上

映
い
た
し
ま
す
。
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企画展示室（第7～9展示室）

第48回日本伝統工芸展金沢展
11月2日（金）～11日（日）会期中無休

主催／石川県教育委員会・日本放送協会
朝日新聞社・北國新聞社・日本工芸会

後援／文化庁・富山県教育委員会・福井県教育委員会

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
600円

大学生
400円

高校生以下は
無料

一　般
500円

大学生
300円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

友禅訪問着「いざない」 毎田健治

平文箱「富士瑞鶴」 大場松魚

燿彩鉢「暁光」 徳田八十吉 平文八角箱「爽宙」 市島桜魚

釉
裏
金
彩
芙
蓉
文
鉢
　
吉
田
美
統

沈
金
箱
「
萩
衣
」

前
　
史
雄

欅
造
華
文
器
　
川
北
良
造

講
　
演
　
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
私
の
一
代
一
職

講
師
　
奥
山

峰
石
氏

（
重
要
無
形
文
化
財
「
鍛
金
」
保
持
者
）

日
時
　
十
一
月
四
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

B

列
品
解
説

会
期
中
、
十
一
月
二
日
午
前
と
四
日
午
後
を
除
く
毎
日
、
午

前
十
一
時
と
午
後
一
時
三
十
分
の
二
回
、
人
間
国
宝
の
先
生
を

含
む
出
品
者
な
ど
に
よ
る
列
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

B

テ
レ
ビ
放
映

北
陸
三
県
の
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で
本
展
の
放
映
が
あ
り
ま

す
。
日
時
は
未
定
で
す
が
、
展
覧
会
会
期
中
に
放
映
し
ま
す
。
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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

茶道具と婚礼調度
11月1日（木）～26日（月）

戦
国
武
将
に
と
っ
て
茶
の
湯
は
、
道
具
組
み
に
お
け
る
作
意

や
、
そ
の
解
読
と
い
う
作
業
を
と
お
し
て
、
自
己
の
精
神
の
柔

軟
性
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、
参
加
す
る
他
の
武
将
の
力
量
を
測

る
場
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
田
家
と
茶
の

湯
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
ま
ず
茶
の
湯
が
人
物
を
評
価
す
る

重
要
な
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
前
田
利
家
が
豊
臣
秀

吉
の
政
権
下
で
自
己
の
地
位
を
確
立
で
き
た
の
は
、
そ
の
戦
略

的
手
腕
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
数
寄
者
と
し
て
の
力
量
が
秀
吉

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
な
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
続
く
利
長
、
利
常
ら
歴
代
の
加
賀
藩
主
も

茶
の
湯
を
深
く
嗜
み
、
ま
た
千
利
休
や
織
田
有
楽
、
高
山
右
近

そ
し
て
小
堀
遠
州
ら
、
あ
る
意
味
で
微
妙
な
立
場
に
い
た
茶
匠

と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
豊
臣
氏
か
ら
徳
川
氏
へ
の
政
権
移
行
を
、

自
己
の
立
場
を
保
持
し
な
が
ら
、
巧
み
に
乗
り
切
る
術
を
心
得

て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
展
示
で
は
、
前
田
家
の
家
紋
が
梅
鉢
で
あ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
所
持
さ
れ
た
、
梅
花
天
目
と
も
呼
び
慣
わ
さ
れ
て

い
る
玳た
い

皮ひ

盞さ
ん

天
目
茶
碗
や
「
孫
六
」
の
銘
を
持
つ
古
瀬
戸
茶
入

な
ど
遠
州
ゆ
か
り
の
道
具
か
ら
、
茶
の
湯
に
対
す
る
前
田
家
の

思
い
の
一
端
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
今
回
は
婚
礼
調
度
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
筆
頭
の

外
様
大
名
で
あ
っ
た
前
田
家
は
、
か
つ
て
豊
臣
家
と
極
め
て
近

い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
動
向
は
常
時
徳
川
幕
府

か
ら
注
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
緊
張
関
係
を
和
ら
げ

た
の
が
、
一
つ
は
遠
州
の
よ
う
な
幕
府
の
作
事
奉
行
で
も
あ
っ

た
茶
匠
と
の
交
流
で
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
し
た
の
が
、
徳
川
家
と
の
婚
姻
で
す
。
三
代
藩
主
利
常

が
二
代
将
軍
秀
忠
の
二
女
珠
姫
を
迎
え
て
以
来
、
前
田
家
に
は

し
ば
し
ば
徳
川
家
の
姫
が
輿
入
れ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
十

三
代
藩
主
斉
泰
に
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
嫁
い
だ
、
十
一

代
将
軍
家
斉
の
二
十
一
女
階と
も

子こ

、
す
な
わ
ち
溶
姫
ゆ
か
り
の
葵

紋
蒔
絵
調
度
を
展
示
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
加
賀
藩
主
前
田
家
は
、
文
化
政
策
を
行
っ
た
こ

と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
、
石
川
県
に
歴
史
的
、
あ

る
い
は
芸
術
的
に
も
優
れ
た
文
化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ら
に
は
、
今
日
の
石
川

県
に
お
け
る
文
化
全
般
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
、
こ
う
し
た

文
化
風
土
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
美
術
工
芸
品
を
中
心
と
し
た
、
こ
の
よ
う
な
文
化

財
の
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
保
存
と
活
用
を
目
的
と
し
て
、
県

内
の
社
寺
や
個
人
の
方
々
か
ら
多
く
の
寄
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
展
示
で
す
が
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
加
え
て
、

重
要
美
術
品
・
石
川
県
指
定
文
化
財
な
ど
を
含
む
、
当
館
所
蔵

品
・
寄
託
品
の
中
か
ら
、
絵
画
・
書
・
工
芸
・
刀
剣
・
埴
輪
の

十
五
点
を
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
今
回
公
開
す
る
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

重
文
　
埴
輪
　
犬

古
墳
時
代

重
文
　
埴
輪
　
男
子
立
像

古
墳
時
代

埴
輪
は
、
古
墳
の
上
ま
た
は
周
囲
に
立
て
ら
れ
た
土
器
で
す
。

円
筒
埴
輪
と
形
象
埴
輪
と
が
あ
り
、
後
者
は
円
筒
の
上
に
人

物
・
動
物
・
器
具
・
家
屋
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
す
。
古

墳
時
代
（
三
世
紀
末
〜
六
世
紀
半
ば
）
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た

わ
が
国
独
特
の
、
素
朴
で
明
快
な
芸
術
性
に
富
ん
だ
彫
塑
的
な

作
品
で
す
。
こ
の
犬
の
埴
輪
は
数
あ
る
動
物
埴
輪
の
中
で
も
傑

出
し
た
作
品
で
、
前
足
を
反
ら
せ
て
後
ろ
を
振
り
返
り
、
聞
き

耳
を
立
て
て
い
る
犬
の
表
情
の
瞬
間
的
な
動
き
や
、
習
性
を
巧

み
に
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
子
の
埴
輪
は
武
人
の
全
身
像

で
す
。
冑
を
か
む
り
、
髪
を
美
豆
良

み

ず

ら

に
結
い
、
上
衣
と
袴
を
着

け
、
手
に
は
籠
手
、
腰
に
は
太
刀
を
佩
い
て
い
ま
す
。
顔
の
表

情
は
お
だ
や
か
で
親
し
み
や
す
く
、
そ
の
単
純
化
さ
れ
た
表
現

美
が
埴
輪
の
魅
力
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
の
埴
輪
も
群
馬

県
の
天
神
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

石川の名宝
11月1日（木）～26日（月）

重
文
　
四
季
耕
作
図
（
部
分
）

久
隅
守
景

重
文
　
埴
輪
　
犬
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
茶
道
具
と
婚
礼
調
度

茶
壺
　
銘
春
の
日

堆
朱
雲
月
布ほ

袋て
い

香
合

螺ら

鈿で
ん

舟
人
物
香
合

瀬
戸
花
入

唐
物
青
貝
引
菓
子
盆

遠
州
好
桔
梗
椀

葵
紋
蒔
絵
調
度
品

黒
棚
、
料
紙
箱
、
硯
箱
、
元
結
箱
、
櫛
箱
他

第
１
展
示
室

'
色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

特
集
　
石
川
県
の
名
宝

□
温
泉
頌
山
中
の
句

松
尾
芭
蕉

◎
四
季
耕
作
図
屏
風

久
隅
守
景

'

剣
　
銘
吉
光
（
白
山
比
�
神
社
蔵
）

◎
後
奈
良
天
皇
女
房
奉
書
（
気
多
神
社
蔵
）

◎
古
今
和
歌
集
（
清
輔
本
）

前
田
家
伝
来

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

特
集
　
館
蔵
優
品
展

油
彩
画

少
女

円
地
信
二

想
起
す
る
風
景
（
A
）

白
尾
勇
次

紫
色
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

高
光
一
也

若
い
客

竹
沢
　
基

熱
叢
夢

宮
本
三
郎

《
小
特
集
　
鴨
居
　
玲
》

望
郷
を
歌
う
（
故
高
英
洋
に
）

É
T

U
D

E

（A

）

蜘
蛛
の
糸

彫
塑
・
造
形

昇
華

石
田
康
夫

常設展示室

主な展示作品
11月1日（木）～26日（月）

'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品
□＝石川県指定文化財

或
る
男

木
村
珪
二

歌
姫

得
能
節
朗

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

特
集
　
館
蔵
優
品
展

陶
芸

樹
間
に
遊
ぶ
　
色
絵
飾
皿

二
代
浅
蔵
五
十
吉

色
絵
更
紗
文
蓋
付
飾
壺

富
本
憲
吉

漆
工

金
胎
牡
丹
蒔
絵
箱

寺
井
直
次

秋
野
泥
絵
平
卓
し
ょ
く

松
田
権
六

染
色

友
禅
訪
問
着
「
魚
の
む
れ
」

木
村
雨
山

友
禅
白
地
総
菊
文
振
袖
「
美
の
饗
宴
」

羽
田
登
喜
男

金
工

砂さ

張は
り

銅
鑼
ど

ら

魚
住
為
楽

金
銀
象
嵌
ぞ
う
が
ん

紅
葉
狩
図
香
炉

米
沢
弘
安

木
竹
・
そ
の
他
の
工
芸

桑
造
金
銀
縮
れ
線
象
嵌
軸
箱

氷
見
晃
堂

木
彫
衣
裳
人
形
「
渦
紋
」

堀
　
柳
女

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

特
集
　
館
蔵
優
品
展

行
雲
流
水

岩
田
　
崇

沼
影

太
島
寿
喜

視

中
村
　
徹

阿
蘇
颪

西
山
英
雄

澄
秋

畠
山
錦
成

雪
の
裾
野

原
田
太
乙

雪
雲
来
る

曲
子
明
良

原
野

由
里
本
　
出

※
今
月
の
常
設
展
示
は
第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア

協
賛
で
す
。

'

剣
　
銘
吉
光
　

白
山
比
●
神
社
蔵

少
女
　
円
地
信
二

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

澄
秋
　
畠
山
錦
成

或
る
男
　
木
村
珪
二

木
彫
衣
裳
人
形
「
渦
紋
」

堀
　
柳
女

叶群�
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綜
合
調
査
の
実
施
は
、
ま
ず
能
登
地
域
か
ら
始
め
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
能
登
は
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
と
密
接
に

関
係
し
た
文
化
財
が
、
古
い
形
そ
の
ま
ま
で
伝
世
し
て
い
る
場

合
が
多
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
能
登
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
古
文
書
や
民
俗
資
料
、
石
造
文
化
財
や
考
古
資
料
な
ど
を

中
心
と
し
た
九
学
会
連
合
調
査
や
、
土
居
次
義
氏
の
長
谷
川
等

伯
（
信
春
）
の
調
査
が
あ
る
位
で
、
美
術
工
芸
全
般
に
わ
た
っ

て
の
調
査
は
、
未
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
意

味
で
、
美
術
館
の
調
査
は
、
期
待
を
持
っ
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
寺
社
、
そ

れ
に
十と

村む
ら

を
中
心
と
し
た
旧
家
で
あ
り
、
そ
こ
に
伝
世
す
る
美

術
工
芸
品
で
あ
っ
た
。
今
日
能
登
地
域
に
は
各
市
町
村
指
定
の

文
化
財
が
所
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
文
化
財
の
リ
ス
ト
を

見
て
み
る
と
、
私
共
の
調
査
に
よ
っ
て
拾
い
あ
げ
ら
れ
た
も
の

が
相
当
数
あ
り
、
こ
の
調
査
の
果
た
し
た
役
割
を
、
十
分
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

調
査
は
昭
和
四
十
一
年
八
月
上
旬
の
最
も
暑
い
時
期
に
実
施

さ
れ
た
が
、
そ
の
当
時
、
能
登
の
道
路
は
あ
ま
り
舗
装
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
し
か
も
自
動
車
に
冷
房
が
無
か
っ
た
た
め
、
窓
を

開
け
砂
埃
を
た
て
て
走
り
回
る
。
お
か
げ
で
一
日
の
調
査
が
終

了
す
る
頃
は
埃
ま
み
れ
で
あ
っ
た
。
門
前
町
で
は
宿
舎
が
総
持

寺
だ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
調
査
の
連
続
で
あ
っ
た
た
め
か
、
翌

朝
目
が
覚
め
た
ら
何
と
朝
の
八
時
。
朝
の
お
勤
め
は
も
ち
ろ
ん
、

当
日
の
他
の
宿
泊
者
全
員
も
朝
食
が
終
わ
っ
て
い
た
。
宿
泊
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
奥
の
書
院
で
あ
っ
た
が
、「
奥
の
書
院

で
宿
泊
し
、
こ
の
よ
う
な
朝
寝
を
し
た
お
客
は
、
総
持
寺
始
ま

っ
て
以
来
初
め
て
で
あ
る
。」
と
雲
水
に
諭
さ
れ
、
大
い
に
恥

を
か
い
た
次
第
で
あ
る
。

美
術
館
小
史
・
余
話
16

文
化
財
所
在
綜
合
調
査
の
実
施（
二
）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

各
地
の
展
覧
会

十
一
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

現
代
の
布
―
染
と
織
の
造
形
思
考

11
／
18
ま
で

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
（
東
京
都
千
代
田
区
・
〇
三
―
三
二
一
一
―
七
七
八
一
）

20
世
紀
イ
タ
リ
ア
美
術
　
み
つ
け
た
、
1
0
0
の
物
語
。
12
／
2
ま
で

東
京
都
現
代
美
術
館
（
東
京
都
江
東
区
・
〇
三
―
五
二
四
五
―
四
一
一
一
）

と
や
ま
現
代
作
家
シ
リ
ー
ズ
　
こ
こ
ろ
の
原
風
景

11
／
25
ま
で

富
山
県
立
近
代
美
術
館
（
富
山
市
・
〇
七
六
―
四
二
一
―
七
一
一
一
）

時
の
旅
人
た
ち
ー1

9
8
0

年
以
降
の
美
術
ー
11
／
17
〜
1
／
20

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
東
区
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

生
誕
1
0
0
年
記
念
　
小
松
均
展

10
／
30
〜
12
／
9

京
都
国
立
近
代
美
術
館
（
京
都
市
左
京
区
・
〇
七
五
―
七
六
一
―
四
一
一
一
）

主
題
と
し
て
の
美
術
館
ー
美
術
館
を
め
ぐ
る
現
代
美
術

10
／
25
〜
12
／
11

国
立
国
際
美
術
館
（
吹
田
市
・
〇
六
―
六
八
七
六
―
二
四
八
一
）

華
麗
な
る
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
　

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
美
術
展

11
／
11
ま
で

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム﹇
天
保
山
﹈（
大
阪
市
港
区
・
〇
六
―
六
五
七
七
―
〇
〇
〇
一
）

第
53
回
正
倉
院
展

11
／
12
ま
で

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
三
―
五
九
六
二
）

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

―
没
後
10
年
―
　
高
光
一
也
展

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―
　
茶
道
美
術
名
品
図
録

二
、
五
〇
〇

加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
の
菩
提
寺
　
瑞
龍
寺
展

二
、
三
〇
〇

15
〜
20
世
紀
の
ロ
シ
ア
美
術
　
イ
コ
ン
と
絵
画

二
、
〇
〇
〇

日
本
の
わ
ざ
と
美
展
　
―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

工
芸
作
品
と
図
案
　
―
創
造
へ
の
思
考
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年
　
写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

初
公
開

欧
州
随
一
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ン
ゲ
ン
夫
妻
の
眼

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

没
後
15
年
　
一
期
は
夢
よ

鴨
居
玲
展

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎

二
、
〇
〇
〇

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
展

二
、
二
〇
〇

花
と
緑
の
名
品
展
　
ー
自
然
と
の
対
話
ー

二
、
〇
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

！！

石
川
の
人
形

第
5
展
示
室
の
一
角
を
使
っ
て
、
所
蔵
品
・
寄
託
品
を
中
心

と
し
た
特
集
と
い
う
か
た
ち
で
行
っ
た
も
の
で
し
た
の
で
、
出

品
作
家
を
、
石
川
県
の
人
形
作
家
の
中
か
ら
、
下
口
宗
美
・
紺

谷
力
・
井
口
十
糸
・
室
田
芳
子
、
そ
し
て
石
川
県
に
ゆ
か
り
が

あ
る
日
展
の
人
形
作
家
・
齋
藤
悦
子
の
五
人
に
絞
っ
て
そ
の
作

品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

石
川
県
で
人
形
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
み
な
ら
ず
、
作
家
と
し

て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
下
口
宗
美
と
、
現
在
県
内
で
活
躍
す

る
紺
谷
力
・
井
口
十
糸
・
室
田
芳
子
の
各
作
品
を
並
べ
る
と
、

こ
ち
ら
の
想
像
以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
際
だ
ち
な
が
ら

も
、
雰
囲
気
の
あ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
初
め
て
展
示
し
た
、
齋
藤
悦
子
作
品
十
点
に
つ
い

て
は
、
父
上
が
金
沢
の
ご
出
身
で
あ
り
、
戦
後
の
一
時
期
同
地

に
滞
在
し
、
遺
言
で
お
墓
も
こ
ち
ら
に
と
い
う
ほ
ど
金
沢
に
思

い
入
れ
て
下
さ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
の
方
の
ご

尽
力
に
よ
り
ご
遺
族
か
ら
寄
附
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
金

沢
の
人
々
に
こ
れ
ら
の
優
美
な
木
彫
人
形
を
ご
紹
介
出
来
た
こ

と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
人
形
は
「
ひ
と
が
た
」
で
も
あ
る
た
め
に
、
身
近
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
て
鑑
賞
し
て
い
る
方
も
多
く
、
土
曜
講
座

で
こ
の
特
集
に
関
連
し
た
話
を
し
ま
し
た
が
、
お
聞
き
に
な
っ

て
下
さ
っ
た
方
々
は
、
こ
け
し
な
ど
生
活
に
身
近
な
も
の
と
関

連
づ
け
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
美
術
工
芸
品
と
し
て

の
多
彩
な
人
形
の
世
界
を
紹
介
す
る
と
い
う
展
示
趣
旨
で
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
に
せ
よ
、
展
示
し
た
作
品
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
方
々
の
存
在
を
強
く
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
特
集
の
開
催
に
あ
た
っ
て

出
品
作
家
、
そ
の
ご
遺
族
及
び
関
係
者
の
方
々
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
文
中
敬
称
略
）

（
寺
川
　
和
子
　
学
芸
員
）
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貸
出
中
の
所
蔵
品

真
如
堂
手
茶
入
　
銘
古
寺

瀬
戸

熊
川
茶
碗
　
銘
沢
辺

黄
瀬
戸
根
太
香
合

計
三
点

展
覧
会

茶
道
美
術
名
品
展

会
　
期

十
一
月
十
一
日（
日
）ま
で

会
　
場

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

曲
輪
造
朱
溜
金
彩
盤

赤
地
友
哉
作

友
禅
薄
茶
地
金
銀
摺
箔
花
び
ら
散
文
振
袖
「
響
秋
」

羽
田
登
喜
男
作

鋳
銅
象
嵌
六
方
花
器

金
森
映
井
智
作

太
刀
　
銘
傘
笠
正
峯
作
之
平
成
七
年
八
月
日

隅
谷
正
峯
作

大
般
若
理
趣
分
経
之
箱

氷
見
晃
堂
作

截
金
彩
色
八
花
香
盤
「
御
法
」

西
出
大
三
作

計
六
点

展
覧
会

「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」
展

―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

会
　
期

十
月
二
十
日（
土
）〜
十
一
月
十
八
日（
日
）

会
　
場

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
（
愛
媛
県
宇
和
町
）

琅
●
釉
花
瓶

初
代
宮
川
香
山
作

色
絵
草
花
文
浮
彫
火
鉢

初
代
宮
川
香
山
作

染
付
黄
釉
立
葵
図
花
瓶

初
代
宮
川
香
山
作

釉
下
色
絵
群
虫
図
花
瓶

初
代
宮
川
香
山
作

計
四
点

展
覧
会

―
世
界
を
魅
了
し
た
マ
ク
ズ
・
ウ
ェ
ア
―

真
葛
　
宮
川
香
山
展

会
　
期

十
月
二
十
八
日（
日
）〜
十
二
月
二
十
四
日（
月
・
振
休
）

会
　
場

横
浜
美
術
館

第
86
回
二
科
展
金
沢
展

十
一
月
十
五
日（
木
）〜
二
十
六
日（
月
）

（
第
７
〜
９
展
示
室
）

二
科
展
を
平
成
十
年
以
来
三
年
ぶ
り
に
金
沢
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
絵
画
で
は
理
事
長
の
鶴
岡
義
雄
（
日
本
芸
術
院
会
員
）、

吉
井
淳
二
（
文
化
勲
章
受
章
者
）、
織
田
廣
喜
（
日
本
芸
術
院

会
員
）
や
彫
刻
の
淀
井
敏
夫
（
文
化
功
労
者
）
ら
の
各
氏
の
重

鎮
に
加
え
、
写
真
で
も
秋
山
庄
太
郎
、
大
竹
省
二
各
氏
ら
の
人

気
作
家
が
出
品
し
ま
す
。

入
場
料一

般
九
〇
〇
円
　
中
高
生
七
〇
〇
円
　
小
学
生
五
〇
〇
円

（
団
体
料
金
は
各
二
〇
〇
円
引
き
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
。

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一
北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

ア
ー
ト
・
ナ
ウ
K
A
N
A
Z
A
W
A

第
40
回
記
念
北
陸
中
日
美
術
展

十
一
月
二
十
九
日（
木
）〜
十
二
月
九
日（
日
）

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

部
門

平
面
・
立
体
（
工
芸
を
含
む
）

現
代
美
術
の
創
造
を
目
指
す
本
展
は
、
新
人
作
家
の
登
龍
門

と
し
て
幾
多
の
新
進
作
家
を
送
り
出
し
て
お
り
、
毎
年
、
個
性

豊
か
な
力
作
が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
を
、
美
術
評
論
家
・
針
生
一

郎
氏
、
多
摩
美
大
教
授
・
建
畠
晢
氏
の
両
先
生
に
審
査
し
て
い

た
だ
き
、
選
ば
れ
た
作
品
約
百
五
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料

一
般
・
大
高
生
九
〇
〇
円
（
七
〇
〇
円
）
中
学
生
以
下
無
料

（

）
内
は
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
。

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
七
―
一
五

北
陸
中
日
新
聞
事
業
部

1
〇
七
六
―
二
三
三
―
四
六
四
二

企
画
展
示
室

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

新
着
図
書
紹
介

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
『
松
永
耳
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』

（
福
岡
市
美
術
館
編
）
で
す
。

松
永
耳
庵
と
は
、
大
正
・
昭
和
前
期
を
中
心
に
活
躍
し
た
財

界
の
巨
人
で
、
電
力
業
界
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
松
永
安

左
エ
門
氏
（
明
治
八
年
〜
昭
和
四
十
六
年
）
の
こ
と
で
す
。
松

永
氏
は
、
ま
た
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
古

美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
蒐

集
品
は
、
現
在
、
主
に
東
京
国
立
博
物
館
と
福
岡
市
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
が
松
永
氏
の
没
後
三
十
周
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
館
が
協
力
し
て
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
一
堂
に
集
め
た
展
覧
会
が
、
本
展
（
福
岡
市
美
術
館
、
そ

の
あ
と
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
）
な
の
で
す
。
そ
の
内
容
は

こ
の
図
録
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
実
に
質
が
高
く
、
幅
の

広
い
も
の
で
、
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
松
永
氏
の
眼
力
の
す
ご

さ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
当
館
の
茶
道
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
仁
清
作
「
国
宝
　
色
絵
雉
香
炉
」
を
は
じ
め

と
し
て
、
故
山
川
庄
太
郎
氏
が
蒐
集
し
た
作
品
が
核
と
な
っ
て

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
ま
だ
山
川
家
に
秘
蔵
さ
れ
て

い
た
昭
和
十
二
年
頃
、
松
永
氏
は
、
そ
の
名
器
を
拝
観
し
よ
う

と
金
沢
を
訪
れ
ま
し
た
。
松
永
氏
は
、
門
外
不
出
の
逸
品
を
見

て
、「
矢
張
り
金
沢
に
は
よ
い
道
具
が
あ
る
な
ア
」
と
感
嘆
し
、

も
う
一
度
行
き
た
い
と
も
言
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
す
で
に
、

山
川
氏
の
蒐
集
品
の
質
の
高
さ
は
、
わ
が
国
一
流
の
茶
人
識
者

が
、
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
す
。

＊
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

幵珂
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な

ら

の
女
性
像
へ
と
移
り
ま
す
が
、
写
実
を
ひ
た
す
ら
突
き
進
め
た
も

の
で
、
的
確
に
色
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
に
人
物
を
包
む
空
気

が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
画
技
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

2.

二
十
七
年
か
ら
三
十
八
年

そ
の
中
で
も
細
か
く
分
け

る
と
、
二
十
九
年
を
境
に
そ
の
前
後
で
は
少
し
異
な
り
ま
す
。

二
十
九
年
十
一
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
が

転
機
と
な
り
、
二
十
七
年
以
降
の
変
化
に
弾
み
を
つ
け
た
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
あ
た
り
、
金
沢
と
い
う
地
方
都
市
に
あ
り

な
が
ら
、
時
代
を
読
む
感
覚
は
極
め
て
鋭
敏
だ
と
驚
か
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
時
代
は
抽
象
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
の

で
す
が
、
的
確
に
そ
の
蠢
動
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
し
て
フ
ラ
ン

ス
と
い
う
現
場
で
そ
れ
を
確
認
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
細
や
か
な
筆
遣
い
は
、
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
を
用
い
、

細
部
を
省
略
し
た
大
胆
な
作
風
へ
と
転
ず
る
の
で
す
が
、
や
が

て
色
彩
も
減
じ
、
白
と
青
を
基
調
と
し
た
も
の
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
抽
象
へ
の
接
近
を
見
せ
た
時
期
、
言
葉
を
か
え
れ
ば
、
人

物
と
い
う
具
象
を
ど
う
抽
象
と
折
り
合
い
を
と
る
か
。
実
験
が

続
き
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
穏
健
・
中
庸
の
光
風
会
、
日

展
の
中
で
、
先
端
を
突
っ
走
っ
た
わ
け
で
す
。

3.
三
十
九
年
か
ら
四
十
七
年

写
実
へ
戻
り
、
色
彩
を
回
復

し
、
女
性
美
を
た
た
え
る
作
品
が
描
か
れ
ま
す
。「
フ
ー
ド
の
女

Ⅰ
」
は
そ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
、
お
そ
ら
く
、
高
光
先
生

※
全
館
休
館
日
は
十
一
月
二
十
七
日(

火)

・
二
十
八
日（
水
）で
す
。

「
私
の
一
代
一
職
」

講
師
　
奥
山
峰
石
氏
（
重
要
無
形
文
化
財
「
鍛
金
」
保
持
者
）

仏
像
　
39

寧
楽
の
ほ
と
け

（
谷
口
　
出
　
学
芸
専
門
員
）

日
本
の
金
工
　
10

茶
の
湯
釜

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ

漆
芸
の
魅
力
　
6

沈
金
・
蒟
醤
・
彫
漆

（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

甦
る
文
化
財
　
表
装
の
技
術
（
48
分
）

11
／
4（
日
）

11
／
10（
土
）

11
／
17（
土)

11
／
18（
日)

11
／
24（
土
）

11
／
25（
日)

行
　
　
事

月
　
　
日

十
一
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

ホ
ー
ル

講
義
室

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講

演

会

土

曜

講

座

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

次
回
の
展
覧
会

特
　
　
集

天
神
画
像
と
文
房
具
（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
　
集
　
ー
加
賀
の
古
刹
ー
大
乗
寺
の
名
宝

（
第
２
展
示
室
）

十
一
月
二
十
九
日（
木
）〜
十
二
月
二
十
四
日（
月
・
振
休
）

高
光
先
生
は
光
風
会
と
日
展
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り

春
に
光
風
会
展
、
秋
に
日
展
と
い
う
こ
と
で
、
年
に
二
回
力
一

杯
の
作
品
を
発
表
す
る
場
を
持
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
二
科

や
二
紀
、
独
立
、
新
制
作
、
国
画
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
在
野

の
団
体
に
所
属
す
る
画
家
と
違
う
と
こ
ろ
で
、
後
者
が
年
に
一

回
そ
れ
ぞ
れ
の
本
展
に
研
鑽
の
成
果
を
問
う
の
に
対
し
、
光
風

会
や
一
水
会
に
所
属
す
る
画
家
は
、
本
展
と
そ
の
集
合
体
で
あ

る
日
展
に
、
出
品
の
機
会
を
持
ち
ま
す
。
諸
団
体
を
糾
合
す
る

も
の
で
あ
っ
た
、
か
つ
て
の
文
展
、
帝
展
と
い
う
官
展
の
性
格

を
、
そ
の
後
裔
で
あ
る
日
展
が
保
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

は
当
の
画
家
に
と
っ
て
は
か
な
り
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
お
か
げ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
高
光
先
生
の
半
年
ご
と
の
大

作
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

前
回
、
作
風
が
ほ
ぼ
十
年
を

一
区
切
り
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
つ
ま

り
私
た
ち
は
そ
の
変
遷
を
半

年
ご
と
に
う
か
が
え
る
わ
け

で
す
。

作
風
は
大
き
く
四
つ
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1.

戦
前
、
中
村
研
一
に
師

事
し
て
か
ら
、
昭
和
二
十
六

年
ま
で

テ
ー
マ
は
農
夫
や

働
く
人
々
の
群
像
か
ら
室
内

（右）雪人夫　昭和38年
（左）フードの女Ⅰ 昭和47年

画
風
の
変
遷
そ
の
二

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

の
全
作
品
中
最
も
華
麗
な
作
品
と
い
っ
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

4.

四
十
八
年
以
降
逝
去
さ
れ
る
六
十
一
年
ま
で

こ
れ
ま

で
の
作
風
の
集
大
成
を
目
指
し
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
白

色
を
す
べ
て
の
色
彩
に
す
り
込
み
、
岩
絵
具
の
よ
う
な
色
調
と

肌
合
い
を
持
つ
画
面
を
作
り
上
げ
ま
す
。
描
か
れ
る
の
は
室
内

を
出
て
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
遺
跡
に
た
た
ず
む
日
本
女
性
。

こ
の
時
期
の
作
風
を
、
油
彩
の
和
洋
化
の
典
型
と
讃
え
た
評
論

家
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
絵
肌
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の

美
人
画
と
い
う
描
か
れ
た
テ
ー
マ
も
含
め
て
の
こ
と
だ
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
主
査
）

＊
「
没
後
15
年

高
光
一
也
展
」

平
成
十
四
年
一
月
四
日（
金
）〜
二
十
七
日（
日
）
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
一
七
号
　
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日十

一
月
二
十
七
日（
火
）・
二
十
八
日（
水
）

本ほ
ん

阿
弥
あ

み

光
悦
こ
う
え
つ

は
、
刀
剣
の
鑑
定
や
手
入
れ
を
家
業
と
す
る
家

柄
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
光
悦
が
生
き
た
の
は
、
織
田
信

長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
天
下
統
一
が
達
成
さ
れ

て
ゆ
く
と
い
う
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
し
た
。
特
に
戦
国
大

名
の
情
報
源
と
も
言
え
る
刀
剣
を
取
り
扱
う
家
業
は
、
必
然
的

に
一
族
を
事
情
通
と
し
、
結
果
と
し
て
時
の
権
力
者
が
一
目
置

く
存
在
に
し
ま
し
た
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
豊
臣
氏
の
滅
亡
後
、
光
悦
は
家
康

か
ら
京
都
の
北
の
鷹
峯
の
地
を
与
え
ら
れ
、
一
族
と
と
も
に
移

住
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
恐
ら
く
本
阿
弥
一
族
の
政
治
的
な
影
響

力
を
封
じ
る
家
康
の
意
図
も
多
分
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

鷹
峯
で
の
一
族
の
活
動
は
そ
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、
法
華
信
仰

を
明
確
に
し
て
ゆ
き
ま
す
。
能
書
家
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
光

悦
の
書
を
見
る
と
、
鷹
峯
移
住
後
は
法
華
宗
の
仏
典
や
、
今
回

取
り
上
げ
た
よ
う
な
「
和
漢
朗
詠
集
」
を
書
く
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
寛
永
三
年
九
月
日
鷹
峯
山
大
虚
庵

行
年
六
十
九
と
い
う
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
悦
の
書
の
展

開
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
標
準
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
伝
教
大
師
（
最
澄
）
の
、「
我
が
立
つ
杣そ
ま

に
冥
加

み
ょ
う
が
　
あ
ら
せ

た
ま
え
」
と
い
う
歌
で
巻
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

ま
す
。
こ
の
歌
は
、
比
叡
山
を
法
華
経
信
仰
の
拠
点
と
し
た
い

と
い
う
願
い
に
諸
仏
の
加
護
を
求
め
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
こ
こ
に
は
、
鷹
峯
に
対
す
る
光
悦
自
身
の
真
摯
な
願

い
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

『「日本のわざと美」展
ー重要無形文化財と
それを支える人々ー』
（定価2,000円）

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

恒
例
の
日
本
伝
統
工
芸
展
が
始
ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ

で
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

で
、
石
川
県
出
身
の
認
定
者
が
何
人
い
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？
。
亡
く
な
っ
た
方
を
含
め
て
十
六
人
、
さ
ら

に
こ
れ
に
一
団
体
が
加
わ
る
の
で
す
。
認
定
さ
れ
て
い

る
人
は
全
国
で
約
百
四
十
人
ほ
ど
で
す
か
ら
、
さ
す

が
！
工
芸
王
国
と
い
わ
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま
す

よ
ね
。
今
年
の
入
選
者
数
も
、
全
国
で
石
川
県
が
一
番

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
伝
統
工
芸
関
係
の
図
録
で
は
…
、『「
日
本
の

わ
ざ
と
美
」
展
ー
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え

る
人
々
ー
』、
そ
う
、
こ
れ
が
お
す
す
め
。
こ
の
手
の

紹
介
本
は
世
に
多
々
出
回
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
こ
の

本
は
人
間
国
宝
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
漆
を
塗
る

た
め
の
刷
毛
は

け

を
作
る
人
、
漆
工
品
や
金
工
品
の
製
作
・

修
理
に
欠
か
せ
な
い
研と

ぎ
炭
を
作
る
人
な
ど
な
ど
、
表

舞
台
に
立
つ
作
品
を
陰
で
支
え
る
「
わ
ざ
」
へ
も
、
し

っ
か
り
と
目
を
向
け
て
い
る
の
で
す
。
三
年
前
の
展
覧

会
図
録
で
す
か
ら
、
最
近
認
定
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
は

収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
ず
は
こ
の
図
録
に

ち
ょ
っ
と
目
を
通
し
て
か
ら
ご
来
場
下
さ
い
。
作
品
を

見
る
目
が
、
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違
っ
て
き
ま
す
よ
。

薄木版下絵詩歌（和漢朗詠集）
本阿弥光悦 永禄元年（1558）～寛永14年（1637）

石川県指定文化財
寛永3年　1626
長さ668.2 幅32.6（cm）


